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C O N T E N T S

表紙写真

（撮影＝石川 直樹）

ガッシャーブルムⅡ峰（標高8,035ｍ）

の第三キャンプ。ガッシャーブルムは、

中国、インド、パキスタンにまたがる

カラコルム山脈北東部に連なる山々

で、バルトロ氷河を数10キロにわたっ

て越えた先にある山群のことを指す。

C O N T E N T S
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P.8 〜 13 雪の結晶イラスト
http://www.shoshinsha-design.com/
より加工

巻頭◉対談

冒険をめぐる雪と、
　　雪をめぐる科学
　　石川 直樹 写真家　

　　　×
勝島 隆史　森林防災研究領域　十日町試験地主任研究員………………３

特集◉

雪の研究………………８

研究の森から◉

雪の厚みと重さの関係から積雪深を予測する………………14
小南 裕志　（森林防災研究領域）

雪の重さが地下水を押し上げる………………16

岡本　隆（森林防災研究領域）

森林講座瓦版◉　

地形から高尾の山の成り立ちを考える………………18
大丸 裕武　（研究ディレクター）

インフォメーション◉………………19
森林総合研究所プレスリリース　森林総合研究所研究報告

自然探訪◉

ライチョウの四季………………20

堀野 眞一　（広報普及科）

2Forestry & Forest Products Research Institute   No.47  2019 


